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背景・課題、目標設定

取組内容・対策例 (1/2)

定量的 段 階 ：

セ グ メ ン ト ： 1

＜取組内容＞
荒川では、昭和４０年代頃に数多く見られた「たんぽ」を保全・再生するために平成２３年度より荒川自然
再生事業を実施している。
令和元年度までに自然再生計画に位置づけられた１３箇所のたんぽの保全・再生が完了し、モニタリング
を実施してきた。
併せて、有識者等から構成される「荒川たんぽの保全・創出検討会」を開催し、整備条件や整備後のモニ
タリング結果について技術的観点からの評価を実施してきた。

大河川

ワンド・たまり、池沼の保全・再生・創出、水際域の保全・再生・創出
その他

多自然川づくり取組事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：

事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

河川の流域面積：

委員会、協議会等の開催

荒川「たんぽ」の順応的な維持管理について
荒川「たんぽ」の順応的な維持管理について

環境整備

6500m3/s1150 整 備 計 画 流 量 ：

河 川 分 類 ：

事業開始年度：

＜背景＞
荒川では、羽越水害以降の河川改修等により、洪水による撹乱頻度が減少していることなどから、「たん
ぽ（湧水を伴うワンドの地域呼称）」が減少し、荒川に生息する貴重な魚類であるトミヨをはじめとする魚類
やミクリ等の抽水生物の生息環境が悪化してきている。
こうした背景を踏まえ、荒川に生息する魚類をはじめとした多様な生物の生息環境の保全・再生や荒川ら
しい河川環境の再生を目指し、自然再生事業により「たんぽ」の再生を目指している。

＜課題＞
自然再生事業により「たんぽ」ではトミヨが増殖し、
一定の整備効果が確認できたが、整備後10年程度
経過した現在、「たんぽ」の水環境が悪化している。

＜目標＞
「たんぽ」の現状を踏まえ整備方針を見直し、
順応的な管理の実施による「たんぽ」の再生を図る。

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

A（ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ時）

平成23年度

たんぽの再生イメージ

たんぽの整備箇所一覧
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取組内容・対策例 (2/2)

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

電話番号 0254—62—6038

＜取組結果＞
最初期の平成23年度に再生された半閉鎖型の平林たんぽでは、当初はトミヨが順調に増加、最も多くの個体数が確
認されていた。
しかし、令和3年度調査では、トミヨが前年度から激減し1個体のみの確認であり、他魚種も個体数が著しく減少して
いた。
水質の連続観測を実施した結果、平林たんぽの下層は酸欠状態となっていることが確認され、魚類減少の原因と考
えられる。

＜今後の対応方針＞
整備したたんぽのうち半閉鎖型たんぽについて、本川接続部の形状を変更し開放型とすることで、土砂や有機物等
の蓄積緩和、本川との水交換が生じることによる水質悪化の防止等により、トミヨの生息場としての機能がより長期
間維持されることを期待する。
ミクリ等抽水植物の埋土種子が豊富な、金屋たんぽ、平林たんぽ、神林及び神林上流たんぽ、高田たんぽについて
は、抽水植物の生育しやすい浅場を創出する掘削形状による発芽・生育を期待する。
川部たんぽについては、抽水植物が生育・定着しにくい河岸・河床構造であるため、平林や神林たんぽの掘削土を
利用した植生土嚢を河岸に設置し、効果をモニタリングする。

また、「荒川たんぽの保全･創出検討会」から「荒川自然再生検討会（仮称）」に変更し、意見交換を通じて議論を重
ね、効果的・効率的かつ円滑な事業推進に向けて検討していく。

問合せ先 北陸地方整備局　羽越河川国道事務所　調査課

トミヨの捕獲個体数 水質悪化の原因

開放型への形状変更

抽水植物生息帯の創出


